































An Attempt in Psychological Experimental Exercises Related






起きる混乱を体験する為に実施した。受講者の 4 分の 1 が錯覚を確認することができた。使用教材とイメージ




おいて授業を展開した。PC ソフトは兵頭宗吉・須藤智編著「認知心理学基礎実験入門」付属の CD-ROM を使




像を図 8 ～ 11 に示した。迷路は PowerPoint で映写し、実演を希望する学生数名にポインターで迷路実験に挑









TOSHIBA「Mind Tune」を使用した。画像は図 12 ～ 13 に示した。
＜まとめ＞
　文部科学省中央教育審議会の答申においては、アクティブラーニング（能動的学習）が推奨されており、演
習や実験は重要な位置をしめている。この授業（科目）においても知識と実践を交流させるべく、さまざまな
工夫を試みた。しかし、数名の学生による授業フィードバックから、学生が体験する“楽しい演習・実験”と、
教員が望む“学んで欲しい知識を得たか”の焦点のズレが確認された。また、「授業の到達目標をあげるのは
良いが、最後に到達目標の答えとなるようなものを明確に示してほしい」等の意見も聞かれた。本来であれば、
脳神経のしくみや記憶のしくみ、動機づけ等の行動のしくみ、その他の演習による障碍の疑似体験に関連する
もの等は、介護福祉士の国家試験問題に深く関連しており、多岐にわたる科目に関連するキーワードを学習す
るチャンスでもあった。
　今回は学生に授業アンケートや習熟度の結果を公表することの承諾を得ていない為、公表はできないが、今
後は更に授業に創意工夫を加え、授業実践・研究における仮説を設定、検証し、習熟度を分析する必要性が課
題となった。
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